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関町図書館だより　第041号

関町図書館カレンダー

所在地

電話
開館時間

休館日

交通案内

〒177-0053

練馬区関町南3丁目11番2号

03-3929-5391

平日　午前9時～午後8時

土・日・祝休日　午前9時～午後7時

・第1月曜を除く月曜日

 （祝休日があたるときは開館し、

　　直後の祝休日でない日が休館日になります。）

・特別館内整理期間

・年末年始（12月29日～1月4日）

・西武新宿線　武蔵関駅南口から徒歩約12分

・保谷駅、大泉学園駅、上石神井駅から

　「吉祥寺駅」行で 「吉祥寺通り入口」下車徒歩約5分

至西武新宿

★　関町図書館イベントのご案内　★

乳幼児向けおはなし会
　　　　2 階視聴覚室にて午前 11 時から

おはなし会
　　　　1 階おはなしの部屋にて午後 3時から

ブックスタート
　　　　2 階視聴覚室にて午前 11 時から



関町図書館大賞２０２３

　今回は 「関町図書館大賞」 について紹介

します。

　「関町図書館大賞」 とは、 関町図書館の

職員が昨年読んで心に残った本や、 利用者

の皆さんから寄せられたおすすめの本を推薦

文付きで紹介する毎年恒例の特集展示で

す。

　今回の 「関町図書館大賞２０２３」 では、

昨年度とは趣向を変え、 「2023 年に読んで

心に残った本」 と 「2024 年に読んでみた

い本」 を紹介しました。 また、 今回の展示で

利用者の皆さんから寄せられたおすすめ本に

もコメントを付けて、 合計１２３冊を展示しまし

た。 皆さんからたくさん寄せられたおすすめ

本を全て紹介したいところですが、 紙面の関

係から一部だけご紹介します。

　ご応募いただいたみなさん、 本を手に取っ

て下さった皆さん、 ありがとうございました。

「関町図書館大賞」 は今年も実施予定です。

お楽しみに！

　以前Ｅテレで夏井いつき先生が

出演された 「怖い俳句」 という

番組を見ました。 一概に「怖い」

と言っても視覚的に 「こわい」

感覚的に「怖い」よく考えると「怖

い」 と様々。

　番組とは違うかもしれませんが、

関町図書館でこの本を見つけた

ので様々な 「怖さ」 を味わって

みたいと思っています。

江戸後期に成立した十辺舎

一九の滑稽本「文字の知画」

には、 文字によってあらわされ

た老若男女と犬が登場し、

当時の市井の様子がうかがえ

ます。 絵の中に文字が隠され

た文字絵を紐解くとともに、

崩し字や当時の大衆文化に

ふれることもできる本としておす

すめの一冊です。

　植物の中で食べられる物が
分かると雑草という見方が変
わると思う。

　第二次世界大戦で日本に落と
された最後の空爆。 そして、 1 枚
の絵の謎を問う。

良原リエ / 著　アノニマ ・ スタジオ / 出版
978-4-87758-819-9/ISBN

「関町大賞２０ ２ ３ 」 にて関町図書館の職員が紹介した本

『なれのはて』
加藤シゲアキ / 著　講談社 /出版

978-4-06-533143-9/ISBN　

『食べられる庭図鑑』

2024 年に読んでみたい本2023 年に読んで心に残った本

「関町大賞２０２３」 にて利用者の皆さんから紹介いただいたおすすめ本

『戯れる江戸の文字絵』
楊暁捷 / 著　板坂則子 / 監修　マール社 / 出版

978-4-8373-0692-4/ISBN

『怖い俳句』
倉阪鬼一郎 / 著　幻冬舎 / 出版　

978-4-344-98269-7/ISBN
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